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台湾カゴメ設立
初の海外進出

1952

東海市荒尾町西屋敷
に工場を建設、トマト
ソースの本格的生産

に入る

現在

売上高
30億円
（1960）

売上高
100億円
（1966）

売上高
500億円
（1976）

売上高
1,000億円
（1988）

売上高
2,000億円
（2006）

● 滋養のため「肉食」普及

● アイスクリーム発売 ● 平成の米騒動 ● 遺伝子組み換え食品の表示義務を決定 ● 食品偽装事件相次ぐ● チョコレート発売 ● レトルト食品発売

● 「コロッケの歌」大流行 ● コンビニエンスストア開店 ● 中食市場の拡大

● マヨネーズ発売 ● インスタントラーメン発売 ● 「O-157」中毒事件発生

● ファストフード流行● 全国の小学校で完全給食 ● 食育基本法施行● 食品安全基本法施行● 消費税導入

●米消費の減少傾向が始まる ● 大ヒット料理小説『食道楽』で洋食が紹介される ● 食料自給率40％を切る

● 日本の農業は変わっていく
（先見の視点）
● トマトをムダにしたくない
（農産物を大事にする）
● 創意工夫でトマトピューレーをつくる

 （新たな価値創造）

マーケット創出の革新②

● だれでも「野菜をおいしく摂れる」ジュースを発売
● 1933年発売のトマトジュースから今日にかけて
「野菜飲料」という大きなカテゴリーをつくる

● 容器・温度帯のバリエーションで市場を広げる

共生のための革新

● 野菜の健康によい効果を研究
● 国や地域との連携による健康増進活動
● 企業による農業経営（生鮮トマト・ベビーリーフ）
● 海外での食糧問題へのアプローチ

持続性創出のための革新

● 農家と協議のうえ、あらかじめ取引価格を決めて栽培したトマトは全量買い取る
● トマト原料の品質保持・向上のため栽培指導を行う

1934年の「主婦之友」に
料理記事と併せて掲載した広告

新しい時代の農業を志し
当時まだ一般的になじみがない
西洋野菜の栽培を始める

「契約栽培」のしくみを生み出す トマトジュース、野菜ジュースのマーケットを創出 社会問題の解決による企業成長に取り組む

マーケット創造の革新①

● トマトケチャップ、ウスターソースの使い方の
情報発信による普及活動

洋食メニューの普及を推進し、日本人の食生活を変えることで
洋風調味料のマーケットを創出

カゴメのあゆみ

「自然を、おいしく、楽しく。
KAGOME」を

ブランド・ステートメントとする

トマトジュース発売
「カゴメ劇場」

スタート
植物性乳酸菌
ラブレ発売

企業理念「感謝」「自然」
「開かれた企業」を発表

米国法人、
KAGOME

U.S.A.INC.設立
トマトソース

（現在のトマトピューレー）の製造に着手

株主数10万人
突破

サラダ野菜発売
カゴメ

オーストラリア
設立野菜生活100発売

世界初プラスチック
チューブ入り
トマトケチャップ発売

創業者 蟹江一太郎
西洋野菜の栽培に着手

トマトケチャップ
ウスターソースの

製造開始
社名を「カゴメ株式会社」と改称、

トマトマーク制定

名古屋証券取引所市場
第１部に上場

東京証券取引所市場
第１部に上場

キャロット100シリーズ
発売

アンナマンマ
発売

生鮮トマト
（こくみトマト）発売

野菜一日
これ一本（杯）発売

契約農家に
配布した

「トマト栽培の
手引き」

コーポレートマークを
KAGOMEに変更

カゴメの価値創造のあゆみ
1899年に創業したカゴメは、「自然の恵みである農産物の価値を活かして、人々の健康に貢献したい」という思いを商品に込め、生活者

の皆さまにお届けしています。創業から120年におよぶその歴史は、時代のニーズに応えるためにこれまでになかった商品を開発し続ける

「技術革新の歴史」でもあります。そのあゆみを通して、カゴメはトマト加工品の開発技術の発展に寄与してきました。のみならず、 
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手引き」
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「トマトケチャップ」や「ウスターソース」など、洋食の普及をけん引する商品をいち早く全国で発売し、野菜摂取の新しい方法として

野菜ジュースを提案するなど、日本の食文化にもさまざまな影響を与えてきました。また、生鮮トマトの物流網を構築し、野菜の健康

価値を伝える食育支援活動なども行ってきました。時代のニーズを先取りするカゴメの活動は、社会に広がっています。
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カゴメとは

価値創造プロセス
私たちは、『食を通じて社会問題の解決に取り組み、持続的に成長できる強い企業になる』という「ありたい姿」を掲げています。 

実現するためには、事業環境の変化に柔軟に対応できる組織である必要があります。カゴメだからこそ創出できる価値を社会に提供し、

社会問題を解決していくことで持続的な成長を続け、サステナブルな社会と共存し続ける。それがカゴメの価値創造プロセスです。

コーポレート・ガバナンス
「自律」のさらなる強化と「他律」による補完

持続的成長を実現するための戦略
「持続的な成長」と「社会問題」の解決を循環

企業理念

価値創造基盤の強化

社会問題への取り組みと
新たな価値創造による需要の創造

外部環境、
リスクと機会の

認識

カゴメの
3つの事業と
研究開発

P49～52

P26～43

P26へ

P36へ

P16へ
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国内加工食品事業

国内農事業

国際事業

研究開発

P30へ

P28へ

P32へ

P34へ

カゴメの
ありたい姿

食を通じて社会問題の
解決に取り組み、持続
的に成長できる強い企
業になる

2025年までに

社会と価値を協創、
サステナブルな社会へ

3つの社会問題の解決

2040年頃までに

「トマトの会社」から
「野菜の会社」に

「健康寿命の延伸」
野菜の供給を増やし、

健康寿命の延伸を目指します。

「農業振興・地方創生」
契約菜園を増やし、新しい農業を広める
ことで農業振興・地方創生を支援します。

「世界の食糧問題」
トマトの垂直統合型ビジネスで
世界の食糧問題に貢献します。

女性比率を50％に
―社員から役員まで

長期ビジョン

社会への提供価値

コーポレート・ガバナンス
「自律」のさらなる強化と「他律」による補完

持続的成長を実現するための戦略
「持続的な成長」と「社会問題」の解決を循環

企業理念

価値創造基盤の強化

社会問題への取り組みと
新たな価値創造による需要の創造

外部環境、
リスクと機会の

認識

カゴメの
3つの事業と
研究開発

15カゴメ 統合報告書 2018

カ
ゴ
メ
と
ト
マ
ト

カ
ゴ
メ
と
は

カ
ゴ
メ
が
描
く
未
来

持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略

カ
ゴ
メ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
企
業
情
報

pdf_011_0116687893006.indd   15 2018/06/26   2:46:27



カゴメとは

外部環境、リスクと機会の認識
カゴメのありたい姿を実現するためには、外部環境の変化をスピード感をもって認識し、短・中・長期の視点でカゴメを取り巻く

リスクと機会を抽出する必要があります。そして、事業と価値創造基盤の2つの側面に対する施策を両輪で実施することが、 

カゴメが社会に必要とされる企業であり続けるために重要だと考えています。

超高齢化社会の進行

外部環境の認識

世界が目指すゴール

カゴメの視点 リスクと機会
カゴメの施策

事業の施策 価値創造基盤強化の施策

● 病気予防、減塩意識の向上
● 野菜消費量の減少
● デジタル健康管理の普及

● 高齢者比率の上昇
● 食支出総額減少
● 労働力不足

● 担い手不足・農地荒廃
● 農産物輸出の拡大
● データ活用による生産性・安全性向上

● 異常気象の発生増加
● 水危機
● 天災（地震・津波）の発生

● 小売寡占化進行・PB拡大
● ネット購買比率の上昇
● 食品宅配市場の拡大

● 小売と協働した顧客課題ソリューション型商品の開発
● 新たに拡大するチャネルへの対応
● 「野菜のおかず」提案に向けた家・業・農連携体制の強化

● 生産現場でのAI×ロボットの活用拡大
● 顧客の購買行動分析の高度化
● ゲノム編集技術の進歩

● 野菜と健康に関する研究・情報発信、トマトと野菜の

機能性研究、運動と栄養摂取による疾病予防研究
● 自治体や企業に向けた、行動変容を目指す

健康増進プログラムの開発

● 高齢者対応ビジネスの拡大による社会への貢献／
介護者向け食品の開発

● 高付加価値商品へのシフトによる販売単価のアップ
● 今後は、基礎調味料の販売ボリュームを維持できないことを

前提とした新たな領域での成長戦略立案

● 耕作放棄地・就農希望者を活用したトマト・野菜産地の拡大
● 「調理に手間のかからない」商品開発
● 機械化の推進による農作業負担の軽減
● トマト栽培指導ノウハウをデータ化し、サービスとして提供

● 気象予測情報のビジネスへの活用
● 水使用量の削減目標の作成と実行
● 実効性の高いBCPプランの準備・点検
● 備蓄マーケットにおける野菜商品の重要性訴求

● 工場重労働作業を担う支援ロボットの研究
● 顧客行動分析によるデータマーケティングの研究
● 品種改良開発体制の整備、技術活用可能性の検討

詳細は
P49へ

コーポレート・ガバナンス

詳細は
P38へ

品質と環境は成長を支える両輪ととらえ、
統合した方針を制定し活動を拡充

海外事業の成長を支えるグローバル
品質保証活動と循環型農業の推進

国
内

国
内

海
外

品質と環境

詳細は
P41へ

持続可能な調達

詳細は
P42へ

多様な人財

詳細は
P43へ

社会との絆

「自律」と「他律」による強固なコーポレート・
ガバナンス体制の構築と、さらなる強化

自治体、大学、他企業などとの幅広い連携により、
社会問題の解決と企業の成長を加速

ジュース用トマト生産者の高齢化への対応を強化

加工用トマトの新産地の開拓を推進

国
内

海
外

生産性の向上による「収益構造の改革」と
「働き方の改革」を両立し、多様な人財が
生きがいをもって働き続けられる環境をつくる

→ 65歳以上人口割合は30％超

労働力の不足
→ 生産年齢人口は700万人減少

女性、高齢者の更なる社会進出
→ M字カーブ解消、人生百年時代到来

Society5.0の実現
→ IoT、AIなどの進展

水危機

国
外

→ 水不足と水質汚染の拡大

新興国における人口爆発
→ 人口と食糧のバランス偏重

先進国の肥満問題
→ 糖尿病患者の増加

貧富の差の拡大
→ 貧困、飢餓の増加

地球環境問題の深刻化国
内
外
共
通

→ 温暖化、気候変動、異常気象の
発生増加

人口減少と高齢化

農業

地球環境

流通における変化

技術進歩・イノベーション

食と健康
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● 「野菜のおかず」提案に向けた家・業・農連携体制の強化

● 生産現場でのAI×ロボットの活用拡大
● 顧客の購買行動分析の高度化
● ゲノム編集技術の進歩

● 野菜と健康に関する研究・情報発信、トマトと野菜の

機能性研究、運動と栄養摂取による疾病予防研究
● 自治体や企業に向けた、行動変容を目指す

健康増進プログラムの開発

● 高齢者対応ビジネスの拡大による社会への貢献／
介護者向け食品の開発

● 高付加価値商品へのシフトによる販売単価のアップ
● 今後は、基礎調味料の販売ボリュームを維持できないことを

前提とした新たな領域での成長戦略立案

● 耕作放棄地・就農希望者を活用したトマト・野菜産地の拡大
● 「調理に手間のかからない」商品開発
● 機械化の推進による農作業負担の軽減
● トマト栽培指導ノウハウをデータ化し、サービスとして提供

● 気象予測情報のビジネスへの活用
● 水使用量の削減目標の作成と実行
● 実効性の高いBCPプランの準備・点検
● 備蓄マーケットにおける野菜商品の重要性訴求

● 工場重労働作業を担う支援ロボットの研究
● 顧客行動分析によるデータマーケティングの研究
● 品種改良開発体制の整備、技術活用可能性の検討

詳細は
P49へ

コーポレート・ガバナンス

詳細は
P38へ

品質と環境は成長を支える両輪ととらえ、
統合した方針を制定し活動を拡充

海外事業の成長を支えるグローバル
品質保証活動と循環型農業の推進

国
内

国
内

海
外

品質と環境

詳細は
P41へ

持続可能な調達

詳細は
P42へ

多様な人財

詳細は
P43へ

社会との絆

「自律」と「他律」による強固なコーポレート・
ガバナンス体制の構築と、さらなる強化

自治体、大学、他企業などとの幅広い連携により、
社会問題の解決と企業の成長を加速

ジュース用トマト生産者の高齢化への対応を強化

加工用トマトの新産地の開拓を推進

国
内

海
外

生産性の向上による「収益構造の改革」と
「働き方の改革」を両立し、多様な人財が
生きがいをもって働き続けられる環境をつくる

→ 65歳以上人口割合は30％超

労働力の不足
→ 生産年齢人口は700万人減少

女性、高齢者の更なる社会進出
→ M字カーブ解消、人生百年時代到来

Society5.0の実現
→ IoT、AIなどの進展

水危機

国
外

→ 水不足と水質汚染の拡大

新興国における人口爆発
→ 人口と食糧のバランス偏重

先進国の肥満問題
→ 糖尿病患者の増加

貧富の差の拡大
→ 貧困、飢餓の増加

地球環境問題の深刻化国
内
外
共
通

→ 温暖化、気候変動、異常気象の
発生増加

人口減少と高齢化

農業

地球環境

流通における変化

技術進歩・イノベーション

食と健康
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トマトケチャップ トマトジュース 野菜ミックスジュース 野菜果実ミックスジュース

順位 社名 USD million

1 Kraft Heinz Co 1,639.8

2 Unilever Group 445.9

3 Kagome Co Ltd 232.0

4 Del Monte Pacific Ltd 182.9

5 Nestlé SA 125.2

順位 社名 USD million

1 ConAgra Foods Inc 315.2

2 Del Monte Pacific Ltd 186.8

3 Kagome Co Ltd 104.8

4 Conserve Italia - Consorzio Cooperative Conserve Italia scarl 89.0

5 Desan Trading 70.6

トマトケチャップ売上　世界第3位 トマト加工品売上　世界第3位
Ketchup　 ＊Euromonitor 2016 WORLD Brand Ranking

※画像は代表的商品です

出典：インテージSRI ／期間：2017年1月-12月
／金額ベース
対象エリア：全国／対象業態：スーパーマーケッ
ト＋コンビニエンスストア

出典：インテージSRI ／期間：2017年1-12月／
金額ベース
対象エリア：全国／対象業態：スーパーマーケッ
ト＋ドラッグストア＋コンビニエンスストア
その他：ドライ＋チルド、トマトジュースカテゴ
リー

出典：インテージSRI ／期間：2017年1-12月／
金額ベース
対象エリア：全国／対象業態：スーパーマーケッ
ト＋ドラッグストア＋コンビニエンスストア
その他：ドライ＋チルド、野菜ミックスジュース
カテゴリー

出典：インテージSRI ／期間：2017年1-12月／
金額ベース
対象エリア：全国／対象業態：スーパーマーケッ
ト＋ドラッグストア＋コンビニエンスストア
その他：ドライ＋チルド、野菜果実ミックスジ
ュースカテゴリー

Shelf Stable Tomatoes　 ＊Euromonitor 2016 WORLD Brand Ranking

カゴメとは

カゴメの強み

60.7% 54.6% 45.0% 52.7%

国内ナンバーワンのシェアを誇る商品群

日本の緑黄色野菜消費量の17.2％、
野菜※消費量の4.2％をカゴメが供給

トマトケチャップ、 加工品売上 世界第3位

日本国内の野菜消費量

1,371万トン

日本国内の緑黄色野菜消費量

カゴメの緑黄色野菜供給量

カゴメの野菜供給量

329万トン

56.7万トン

58.2万トン

※淡色野菜＋緑黄色野菜

出典：農林水産省「食料需給表」（H28年度概算値）　カゴメの供給量はH28年販売実績を基に算出

（注） 従来は農林水産省「食料需給表」の「消費仕向け量」を分母とし、カゴメの「原料使用実績」を分子として供給量を算出していましたが、実際にお客さまにお届けする量を基準とした
方が適切であると判断し、分母を「食料需給表」の「純食料」、分子をカゴメの「商品販売実績」に変更しました。
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■ 事業別構成比

カゴメの収益構造

国際事業
441億36百万円

国内農事業
114億09百万円

国内加工食品事業
1,576億42百万円 

売上高  2,142億10百万円
2017年1月1日～2017年12月31日

その他事業
10億22百万円

営業利益  119億68百万円
2017年1月1日～2017年12月31日

国際事業
8億37百万円

国内農事業
△2億36百万円

その他事業
6億66百万円

国内加工食品事業
107億00百万円

0
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0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

20172016201520142013201220112010200920082007 （年度）

単位：百万円■ 売上高　■ 営業利益 
177,823177,823

151,857151,857 150,122150,122
157,743157,743 154,506154,506

164,321164,321
153,469153,469

114,476114,476

140,526140,526 146,913146,913
157,642157,642

9,1029,102

6,2526,252
7,2487,248

8,6148,614

9,9309,930
8,9848,984

6,3596,359

4,5924,592
5,1855,185

8,1438,143

10,70010,700

15,000

△1,000

500

0

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

6,000

9,000

12,000

20172016201520142013201220112010200920082007 （年度）

単位：百万円■ 売上高　■ 営業利益 

△806△806 △925△925
△708△708

△47△47 △70△70

806806 673673

△10△10

732732 862862

△236△236

6,6506,650 6,5316,531 6,3626,362 7,2357,235 7,6357,635
8,9318,931 9,6839,683

7,4937,493

10,98210,982 11,48711,487 11,40911,409
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△1,000

△3,000
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1,200

1,600

2017（年度）2016201520142013201220112010200920082007

単位：百万円■ 売上高　■ 営業利益 

△339△339

△1,522△1,522

△735△735
△1,071△1,071

△1,824△1,824

△656△656 △683△683 △828△828

203203

1,2501,250
837837

13,32013,320 14,70014,700 13,60013,600 14.43214.432 16,01816,018
21,14021,140

28,08328,083
35,93335,933

42,62442,624 42,73542,735 44,13644,136

国
内
加
工
食
品
事
業

国
内
農
事
業

国
際
事
業

※セグメント間の消去及び調整後数値　※2014年度は事業年度変更に伴い、2014年4月1日〜12月31日までの9ヵ月間となっております。
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